
台風 26 号の暴風雨による被害（千葉公園）2013/10/16 

 

１ 降雨量 

・台風 26号の接近に伴う総雨量は 309mmであった。 

・これは、平年 10月の総雨量の 1.7倍が、20時間という短時間に降った。 

・激しい降雨は、10月 16日深夜から早朝（午前１～７時）の時間であった。 

・１時間当り最大降雨量は、午前 6時台の 51.5mmであった。 

 

 

２ 暴風雨による主な被害 

（１）大雨による被害 

①綿打池（以下「池」）の水位が、平時と比べて約 1.5ｍ上昇した。 

②池が氾濫し、周辺の園路が冠水し、建物に浸水した。 

③溢れた雨水は公園内に貯留できず、南門周辺の周囲堤から道路へ越流した。 

④道路に冠水した雨水が、近隣住宅に床下浸水をもたらした。 

⑤公園内では、ボート・レストハウスが約 50cmの床上浸水となり、泥水による床や調度の汚

損や電気機器（冷蔵庫、空調機、自販機等）の故障が生じた。 

⑥増水した雨水が退いた後、園内に泥や砂、ゴミの堆積をもたらした。 

（２）大風による被害 

①イチョウの大木 2本に、太い枝折れが生じた。 

②このうち 1本は、道路や電線、建物に近接しており、極めて危険な状態であった。 

③枝や葉、木の実などが園路や広場へ大量に落下した。 
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３ 被害の状況写真 

（１）綿打池の氾濫（10月 16日午前 6時頃） 

 
池が溢れ周囲の園路が冠水 

 
池岸の柵は完全に水没 

 
 溢れた水が南門に押し寄せる 

 
菖蒲園は水没し園路が冠水 

 
南門周辺から道路へ水が流れ出す 

 
道路に流れ出した水 

 
南門の前面道路 

 
冠水した道路 



（２）綿打池の氾濫①（10月 16日 9:30～10:00頃） 

 
ベンチ座面まで冠水 

 
藤棚前 

 
 藤棚からハス池を望む 

 
ハス池の北側 

 
ハス池と池が一体なっている 

 
増水したハス池 

 
増水したハス池 

 
ハス池北側の藤棚 

 



綿打池の氾濫②（10月 16日 9:30～10:00頃） 

 
荒木山階段付近 

 
荒木山階段付近 

 
レストハウス北側 

 
レストハウス正面 

 
水門付近の波立つ池 

 
ボート・レストハウス東側 

 
水没したボート乗り場 

 
沈没しかかったボート 

 



綿打池の氾濫③（10月 16日 9:30～10:00頃） 

 
水没した菖蒲園 

 
アジサイ園～菖蒲園 

 
菖蒲園の南側 

 
厳島神社の参道 

 
南門トイレ周辺 

 
南門トイレ周辺 

 
南門・男子トイレ 

 
南門・男子トイレ 

  



綿打池の氾濫④（10月 16日 9:30～10:00頃） 

 
園路が冠水（池の東畔） 

 
園路とベンチが冠水（池の東畔） 

 
 冠水した溢れた水が南門に押し寄せる 

 
菖蒲園は水没し園路が冠水 

 
南門周辺から道路へ水が流れ出す 

 
道路に流れ出した水 

 

  



（３）強風による被害 

 
南門周辺から道路へ水が流れ出す 

 
道路に流れ出した水 

 
南門の前面道路 

 
冠水した道路 

 

 


